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愛購和４４年３月２０日Ⅲ
燕
難
一
職
》
鑓
》
鵜
織
》
燕
瀧

呂
争
苛
、
目
ｉ
冒
し
産
・
し
矛
ｒ
一
今
３
画
弓
一
Ｉ
一
日
言
、
一
奇
二
〕
、
侭
一
一
１
二
面
一
国
、
ｒ
３

第１９号

託蛎＝鰐z垂云

一
団
唾
瀧
鎖
繍
灘
熊
窯
篭
懇

昼
食
、
午
後
会
議
に
入
り
一
般
撹
認

』
樫
に
閉
会
し
た
。
・

当
日
の
会
議
に
は
本
組
合
か
ら
一
四

一
名
出
席
、
大
会
終
了
後
当
夜
菊
家
ホ

の
盤
騨
睡
蝿
銃
懸
鯛
濡
一
湖
鯛
》
態
識
腰
稚
た
雅

合
へ
の
加
入
が
遅
れ
て
い
た
が
畷
近
、
一
麺
霞
と
な
っ
て
祖
合
加
入
の
機
運
が
強

各
都
県
代
表
二
、
四
○
○
色
の
参
加
二
、
設
備
近
代
化
資
金
確
保
と

撰
蕊
溌
灘
識
諏
悪
》
一
潔
湘
諦
用

全
国
板
金
エ
業
会
第
二
十
一
回
大
会

、
二
月
二
十
六
日
午
前
十
時
か
ら
静

県
伊
東
市
観
光
会
館
に
お
い
て
、
全

全
国
か
ら
二
四
○
○
名
癖
が
参
加

稲2丁

全
板
大
会
盛
大
に
開
催

23麓

ザＺ

蕊蕊

人手不足解消雨とい

趨慮鵬雨とい我吋丸
へ｡補充部品完備｡／

熱
熱
榊
賓
驚
儒
落
潮
溺
潮

蒸
議
蕊
蕊
一
悪
霊
。

柵
織
僻
鯛
黙
蝋
構
畢
藤
牽
格
審
舗
鮮
薫
蝿
～

ツ
ク
型
表
彰
さ
れ
た
。
本
担
合
よ
り
一
九
時
）

散
し
た
。

◇
全
国
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

一
、
板
金
企
業
の
繁
栄
は
組
合

員
の
団
結
と
組
織
の
強
化

一
、
組
合
の
育
成
強
化
と
技
能

尊
重
の
気
運
の
醸
成

一
、
建
設
業
法
に
基
づ
く
技
能

・
有
資
格
者
の
地
位
の
確
保

一
、
技
能
労
働
力
の
確
保
》
対

策
の
強
化

一
、
、
職
業
訓
練
制
度
の
充
実
、

技
能
に
よ
る
産
業
界
へ
の
奉

仕
又
は
そ
の
ま
ま
帰
琶
歩
る
な
腰
無
事
解
正
成
の
三
氏
で
あ
る
。

訓
Ｉ
１
１
１
１
．
Ｊ
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ｰ

一
田
共
同
職
美
訓
練
所
に
お
い
て
五
名
の

変
員
と
会
談
、
組
合
の
裏
表
等
を
説
明

湿
合
加
入
へ
の
途
が
開
か
れ
た
模
様
で

ﾛ』．

霊
》
霊
箭
篭
羅
一
議
一
訳
一
一
塁
三
埼
重
蔓

る
解
答
等
が
あ
り
午
後
四
時
過
ぎ
嬰
事
は
岡
崎
の
林
吉
三
郎
氏
と
同
行
、
豊

愛知県

鴎
◇
豊
田
地
区
全
員
加
入
近
づ
く
◇

板金工業組合

名古屋市区熱田区

西郊通３－３

'通話（681）４７３４番

発行者山口音吉

上

５

技
術
及
ひ
労
働
省
よ
り
揖
毒
尻
た

学
科
、
実
技
を
教
え
ま
す
。
・

主
な
学
科
一
、
普
通
科
目
社
会
、

数
学
、
物
埋
、
化
学
、
実
用
外
国
語

二
、
専
門
科
目
機
祇
エ
学
、
生
産

エ
学
、
溶
接
法
板
金
工
作
法
、
材
料

材
料
力
学
、
製
図

入
所
手
続
所
定
の
入
所
申
込
譜
が
訓

練
所
事
務
所
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
四

月
十
日
ま
で
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

授
業
料
月
額
一
、
○
○
○
円

入
所
申
込
金
は
不
要

省
で
決
定
次
第
、
後
日
お
知
ら
せ
し
一
一
一

内
容
が
大
き
く
変
り
ま
す
か
ら
労
働
一
一

ま
す
。

鎖
一
一
雛
織
蝿
》
一
己

所

､ﾛ

知
事
よ
り
、
職
業
訓
練
修
了
証
が
下

付
さ
れ
る
。

四
十
四
年
度
中
に
特
典
、
そ
の
他

穣

あ
る
。
三
月
十
六
日
に
は
同
地
厩
の
全

員
が
雲
『
組
合
事
務
局
よ
り
労
災
健

康
保
険
の
飯
扱
い
に
つ
い
て
、
説
明
に

行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
・

豊
田
市
は
愛
知
県
の
豊
田
市
の
み
で

な
く
、
自
動
車
エ
業
を
通
じ
て
日
本
の

豊
田
と
も
い
い
う
る
。
同
地
区
全
員
二

十
八
名
の
組
合
加
入
を
歓
迎
し
た
い
。

南
丞
日
に
至
る
ま
で
の
林
氏
の
努
力
を

感
謝
す
る
。

し
た
。

大
会
は
今
ま
で
に
か
つ
て
な
い
二
、

四
○
○
名
の
参
加
が
あ
り
、
会
議
と
し

て
は
当
を
得
て
い
な
い
厩
も
あ
る
が
、

板
金
業
者
一
年
一
回
の
お
祭
り
と
解
釈

し
て
も
良
く
、
暫
く
振
り
に
会
場
で
旧

一
交
を
温
め
る
等
、
有
意
義
な
催
し
で
も
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ら
な
い
ｃ
け
れ
ど
も
こ
の
機
運
は
広
麦

り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

『
は
た
し
て
こ
れ
が
良
い
の
か
、
或
は

成
型
は
専
門
業
者
叉
は
商
社
、
材
料
店

島室尋駈湊琵忌誇..‐今ざ冒牽可奄預三ご訂吟蔀学電、守李■ｪ空卜

板
金
エ
業
ほ
こ
の
｝
｝
｛
ま
で
良
い
の
か
住
友
式
屋
根
エ
鑑
の
成
雲
や
普
及
を
図
の
簸
近
の
成
型
設
備
娃
物
震
い
も
の
が

？
、
こ
の
課
題
は
討
月
号
の
阪
阜
県
内
一
っ
て
い
る
。

あ
る
。
従
来
の
問
屋
は
一
四
一
鉛
鑑
板
を
売

板
金
奈
界
の
近
況
に
つ
い
て
の
も
の
で
一
五
、
日
本
銅
管
は
九
ば
ぜ
式
瓦
棒
に
関
っ
て
居
れ
ば
よ
か
っ
た
。
そ
れ
が
長
尺

あ
る
が
、
板
金
エ
案
が
当
面
す
る
屋
張
心
を
痔
一
つ
、
全
国
九
ほ
ぜ
会
の
支
窪
を
物
の
田
現
に
よ
っ
て
切
断
（
カ
ッ
ト
）

材
に
関
す
る
〆
Ｊ
カ
ー
、
商
社
の
動
員
す
る
一
方
、
同
系
の
車
尾
金
太
郎
商
店
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
が
切

に
は
注
目
す
る
も
の
が
多
分
に
あ
る
の
・
は
東
京
長
尺
の
買
収
を
進
め
、
同
社
の
掛
け
で
あ
ろ
う
。
躍
近
で
は
成
型
機
械

・
・
葬
つ
工
法
の
外
、
皿
型
瓦
捧
等
の
成
型
を
持
っ
て
い
な
い
材
料
店
は
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。

◇
銅
初
新
聞
（
二
月
十
二
日
号
）
各
メ
ー
が
活
発
に
動
い
て
い
る
。
．
．
。
’
な
い
有
嬢
で
あ
る
。
大
波
小
波
、
角
波

１
カ
ー
長
尺
屋
根
へ
の
本
格
進
崖
１
．
｜
以
上
両
新
聞
か
ら
の
抜
す
い
そ
の
他
で
一
瓦
捧
材
か
ら
ス
パ
ン
ド
レ
ル
迄
、
今
で

◇
長
尺
（
一
一
月
一
一
十
日
号
）
板
金
業
者
あ
る
が
こ
の
療
な
動
き
は
必
ず
し
も
大
は
何
で
も
成
型
し
て
販
売
し
な
け
れ
ば

は
踊
繕
雛
濡
る
処
は
夫
為
、
一
簾
》
Ⅷ
耕
語
露
搬
離
謡
一
蕊
鴻
惑
嘩
」
維
泰
霊
譲

篭
謹
謹
一
誇
遥
善
く
猿
薫
り
へ
社
一
声
‐
農
瑳
墓
醐

ユ

力
渥
美
に
顔
い
て
い
る
‐

｜
以
上
両
新
聞
か
ら
の
抜
す
い
そ
の
他
で
一
詑
識
準
癖
錘
奉
癌
才
吋
躍
鋤
嘩
》
筆
跡
一
昨
可
唖
封
畦

あ
る
が
こ
の
療
な
動
き
は
必
ず
し
も
大
は
何
で
も
成
型
し
て
販
売
し
な
け
れ
ば
蓉
嘩
諏
麺
惣

一
崖
嘩
》
Ⅷ
》
四
語
需
蓉
》
鋸
坪
詮
雲
塞
一
読
読
玉
確
毛
匪
即
一
」
唾
嘩
泰
一
舜
錘
鐸
一
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ウ ールパッキンイ寸

チタンメッキ

長ノミ瓦ｷ奉を

確実に施エする
口
貼
曽
阜
四
Ｆ
■
一
召
。

者
は
家
付
業
者
に
な
る
？
」
は
そ
の
通
数
人
協
同
し
て
成
型
エ
場
垂
運
営
し

り
で
、
安
心
し
て
よ
い
の
か
、
悲
し
ん
共
同
で
施
エ
し
て
い
る
の
は
全
国
に
い

で
よ
い
の
鈴
蝿
一
各
点
の
判
読
を
待
つ
の
．
く
つ
も
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
孫
子
し

壷器舞･評塞言汀琴賓霜＝E毒弓暫琶霊室コ再珂冒三
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盃
】
瞳
竺
Ｔ
ｐ
ｒ
．
β
】
■
』
‐
ザ
Ｆ
ざ

●
一
も
成
功
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
知

一
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
こ
の
擬
運
は
広
ま

Ｈ､２３Ｆ，≦榊占監漣笥国と
竜毒爾詔一一・煙迄壬寺宅穿三二画壷･Z三岳ｇ啓一守荒や6畠｡胃騨冒.呑み毒=･…』孝蚕蓮苦玩§巷塞零三霊衰画課税二対7汀堂堂亜種Z垂震F雪寵－．，口

屋根工事用附属金物

製造販売

琴弗塑珊堂雷＆=垂２１歩墨巳診聖
■王晶,ー区Z島目一画ﾛ

板畷靭4雀年ｓ月豹員

侭
踊
梯
急
』
か
ｐ
』
岸
か
智
畢
。
。
将
叫
。
△
巳
．
』
４
四
岳
骨
琶
吟
手
寺
号
享
名
”
ご
丘
Ⅱ
。
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ど
う
す
れ
ば
良
い
か
こ
の
問
題
は
他

板( ３ ） 昭 和 ４ ４年 ３月２０日 第１９号愛

は
流
れ
夜
は
更
け
て
い
た
。
こ
う
し
た

''壱閏伊間ｅ”f(”〃”'ご雷3周密'“"､､⑳"”今e詞０ ”ノリＺ‘りり5"〃 面
す
る
事
柄
の
説
明
、
そ
れ
に
来
た
る
始
ま
る
宴
会
で
は
昼
に
も
増
し
て
の
大

二
月
二
十
日
の
全
極
大
会
嘉
の
件
、
一
騒
ぎ
．
日
頃
の
垣
噌
重
り
箪
誕

板
金
会
館
建
設
の
件
等
点
も
は
な
さ
れ
各
為
和
気
栢
々
、
大
い
に
飲
み
、
食
べ

難
謹
蕊
鵬
一
驚
窪
蕊
鴻

業
界
の
罰
報
告
、
組
合
運
堂
上
、
直
夜
を
存
つ
い
と
ま
も
あ
れ
ば
こ
そ
、

や司一 〃〃〃Z〃 ⑤ーず 'Z〃"〃〃

建
国
記
念
日
、
二
月
十
一
日
、
我
六
一
車
の
方
も
関
ヶ
原
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

南
熱
田
支
部
の
一
同
は
、
恒
例
の
春
期
ジ
を
出
、
八
号
線
へ
と
乗
り
入
れ
て
い

親
睦
旅
行
毒
一
行
な
い
、
北
陸
の
地
、
山
た
。
今
年
の
暖
冬
が
、
北
陸
の
山
左
に

中
温
泉
に
清
遊
し
た
。
一
雪
の
重
味
惹
の
せ
ず
、
・
裏
日
本
と
添
う

『
唾
寸
ウ
■
■
■
Ｂ

組
〈
口
員
一
行
四
十
名
は
、
仕
立
の
デ
暗
い
イ
メ
ー
ジ
か
ち
は
遠
砺
陽
春
の
明

ラ
ッ
ク
ズ
・
バ
ス
に
乗
合
い
、
絶
好
の
る
さ
が
我
点
の
心
を
浮
か
せ
て
い
た
。

旅
行
臼
よ
り
の
下
宮
を
後
に
し
た
罫
牽
一
午
後
三
時
三
十
分
、
彼
地
に
到
着
。

⑨与奄 樺
ｓ
》
ｓ
篭
、
、
・
恥
。
‐
《
Ｙ
②
▽
、
。
、
、
袋
、
嘗
竜
、
、
入
Ｋ
ｒ
や
。
、
ミ
譲
・
ご
命
．
⑮
▽
〈
ｒ
妙
『
、
、
、
認
、
野
．
、
や
や
も
Ｆ
食
》
．
、
、
、
蚤
》
￥
．
、
．
，
ｍ
ｒ
や
も
．
、
、
．
、
、
、
函
．
．
、
・
・
ぬ
ｒ
や
△
も
．
．
・
・
・
、
．
▲
ｒ
や
も
‐
恥
．
公
▼
や
も
・
・
・
済
、
．
‐
Ｇ
１
▲
Ｙ
⑤
．
、
、
●
蚤
謬
．
、
・
・
・
・
や
。
。
・
、
、
、
今
寒
ミ
葛
．
．
｜
⑥
入
浮
６
．
，
、
．
《
念
き
ぎ
、
や
。
Ｒ
ァ
も
‐
ミ
ー
ふ
き
ミ
害

９

…
…
・
儲
壕
◇
新
建
材
に
想
う
◇
難
難
識
驚

の
便
わ
れ
初
め
た
の
は
そ
ん
な
に
古

て
値
あ
り
篤
な
い
堂
璽
鎌
鍔
板

ス
ト
ラ
ミ
ッ
ト

刀
キ
な
り
銅
材
が
材
料
の
中
心
で
あ

っ
た
。
プ
刀
キ
屋
ま
た
は
訪
屋
と
い
ら
ず
と
も
亜
鉛
鉄
板
を
ね
富
体
が
変
る
の
で
あ
る
。

新
閣
麿
通
産
省
が
産
炭
地
域
の
経
今
月
は
亜
鉛
鉄
板
の
恋
貌
と
一
つ
・
砂

撫
霊
潔
鰐
蓬
崖
龍
柔
確
蕊
議
の
蕊
蓬
購
瑳
蕊
蕊
舞
訴
憲
謹
認
鰹
禰
簾
群
禰
一

縄
鯉
鋤
溌
瀧
識
灘
雛
鯛
・
痘
誕
巨
謹
確
蝿
澱
騨
継
悪
垂
蝿
海
催
が
鵠
繍
噸
瀞
我
々
費
に
綴
悪
”
溌
夢
鵬
淵
》

り
る
こ
と
有
り
得
る
．
所
詮
亜
鉛
鉄
実
体
調
査
表
」
堤
っ
て
も
亜
鉛
銑
ス
よ
り
各
三
万
平
米
の
注
文
が
あ
る
は
闇
の
な
い
も
の
の
様
に
思
煽
必
要
で
あ
る
と
思
う
．
》

零
…
§
…
§
…
…
…
…
；
§
…
§
ｉ
…
…
…
…
§
…
恩
…
…
…
ｉ
…
シ

で
は
あ
り
得
な
い
。
事
実
亜
鉛
鉄
板

で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
不
海
の
も
の

要
資
材
と
断
定
す
る
の
は
今
の
時
点

資
材
は
亜
鉛
鉄
板
で
あ
る
。
然
し
主

:支部便り

Ｉ
南
熱
田
支
部
Ｉ

春
期
親
睦
旅
一
行

私
達
板
金
で
あ
ろ
う
心
・
・
の
加
エ
に
は
そ
れ
な
り
の
新
し
い
能
の
床
に
も
適
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
に
変
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

業
者
の
主
雲
だ
か
て
ん
な
過
去
や
未
来
握
痴
わ
敬
エ
具
や
工
按
が
懸
要
に
な
っ
て
く
あ
る
。
二
月
十
七
日
侭
の
日
切
エ
業
亜
鉛
鉄
板
の
屋
根
エ
事
は
私
潅
板

金
業
者
の
生
命
で
あ
る
だ
け
に
、
そ

穐
燃
窪
時
流
に
即
応
し
た
研
究
を
れ
に
附
随
す
る
材
料
に
は
無
麗
心
で

板
は
長
い
歴
史
の
過
渡
的
な
塞
物
に
・
・
板
の
使
用
堂
は
、
定
尺
よ
り
も
コ
イ
を
う
で
あ
る
。
使
途
は
プ
レ
ハ
ブ
の
る
が
、
実
際
は
そ
う
で
な
く
、
こ
れ

「
時
の
流
外
な
ら
な
い
と
登
云
必
得
ら
れ
る
の
ル
、
普
通
の
も
の
よ
り
も
カ
ラ
ー
が
壁
荊
と
し
て
で
あ
ゑ
聞
処
に
よ
る
に
亜
鐙
訣
板
を
貼
り
つ
け
て
壁
用
組

れ
と
即
応
す
で
あ
っ
て
既
に
雨
樋
が
塩
磁
ビ
一
一
丁
多
い
こ
と
が
目
に
つ
く
〆
）
の
通
り
顎
と
防
火
、
断
熱
、
遮
音
性
に
農
れ
壁
立
パ
ネ
ル
の
生
至
が
進
め
ら
れ
て
居

る
研
究
な
‐
一
ル
に
変
り
つ
つ
あ
る
＠
も
幸
｝
の
証
左
鉛
鉄
板
の
み
鞍
以
て
し
て
ち
、
識
一
一
れ
以
外
に
屋
根
下
地
、
床
材
ま
た
は
登
り
、
従
来
の
屋
根
下
地
の
木
毛
板
等

|ｉ
:j１
．１１

．L‐

_。

－院P'”〃”"γ今④季や'''"妬”''今一・''"””二

一
雪
の
重
昧
惹
の
せ
ず
、
・
裏
日
本
と
い
う

暗
い
イ
メ
ー
ジ
か
ち
は
遠
砺
陽
春
の
明

る
さ
が
我
点
の
心
を
浮
か
せ
て
い
た
。

｜
午
後
三
時
三
十
分
、
彼
地
に
到
着
。

一
癖
犀
》
》
辱
》
梱
》
諦
推
李
需
需
碓
》

夜
を
待
つ
い
と
ま
ち
あ
れ
瞳
こ
廷
、

織
雑
蛎
曇
礁
磯
糾
洲
一

議
薩
議
薩
議
》

小
外
な
ら
な
い
と
も
云
必
得
ら
れ
る
の
”

ソ
で
あ
っ
て
既
に
雨
樋
が
塩
磁
ビ
ー
一
丁
々

ル
に
変
り
つ
つ
あ
る
の
も
診
｝
の
証
左
皐

垂
で
あ
ろ
う
心

。
毎
（

巷
だ
が
そ
ん
な
過
去
や
未
来
握
痴
わ
蹄

躍
時
流
に
即

し
Ⅲ
川
Ⅱ
眺
削
ｒ
」
一
！
『
１
１
１
肺 函

ひ
ｆ
も
。
ふ
と
気
付
け
ば
、
時

な
り
、
其
の
親
睦
が
生
ま
れ
、
そ
こ
か

電話半田２１’5351代

半田市栄町４－１６６
~岸侭＝＝ニヱ昔軒･堂』＝浄全q~I産＝■

ら
共
に
助
け
合
い
、
ひ
い
て
は
そ
れ
が

一
見
、
単
な
る
馬
鹿
蕊
き
に
も
見
え
る

こ
と
の
な
か
に
こ
モ
、
逆
に
全
員
各
位

間
の
良
い
意
味
で
の
他
者
意
識
が
な
く

Ｉ

１
１後
記

今
月
は
報
害
す
べ
き
顎
環
が
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
全
板
大
会
の
開

．
一
う

催
は
記
事
Ｆ
』
す
べ
き
で
あ
る
が
「
板
金
新
聞
」
が
詳
細
に
掲
載
す
る
杓

ら
重
複
す
る
の
在
簡
単
に
し
た
。
前
号
で
現
事
会
決
定
の
標
準
価
格
表

獄
紙
面
の
邸
合
で
一
月
遅
れ
て
福
減
し
た
。
お
許
し
超
乞
う
ｐ

・
一
率
号
が
皆
さ
ん
の
手
許
に
つ
く
頃
は
四
月
に
程
近
い
筈
で
あ
る
。
四

月
は
新
年
度
の
始
ま
り
で
あ
る
。
毎
年
、
今
年
こ
そ
、
今
月
と
垂
と
思

い
つ
つ
無
詫
に
識
し
て
ザ
ン
キ
に
湛
え
な
い
。
本
年
は
役
員
改
選
の
年

で
あ
る
。
選
任
は
総
代
会
の
決
に
よ
る
ｃ
若
し
幸
い
に
し
て
選
ば
れ
た

と
き
は
新
し
い
年
哩
匡
梱
応
し
い
掛
蕊
琶
打
ら
た
て
て
行
き
た
い
と
患

然
し
改
選
前
に
娃
思
小
上
つ
だ
こ
と
は
一
一
一
弓
て
は
い
け
な
い
。
》
す
べ

て
日
時
痔
芦
で
あ
る
．
で
は
ご
き
げ
ん
よ
う
。

う
こ
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た
次
第
で
す
。

事
業
発
展
の
促
進
に
役
立
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
こ
う
し
て
執
筆
し

◇
御
冥
福
を
祈
る
竃

死
亡
田
中
洋
一
殿
祖
父
江

南
熱
田
支
部
前
田
義
雄

〃
、
ノ
“
、
ロ
グ
‘
、
″
一
心
Ｂ
ｒ
、
夕
酢
、
，
４
Ｊ
砧
Ｂ
ｒ
、
，
ｖ
Ｌ
ｒ
ｒ
、
，
４
０
２
『
〃
、
。
〃
巴
Ｕ
Ｊ
。
“
『
，
や
；
‐
。
障
妊
Ｐ
”
ｋ
時
画

板
板
棒

一
ン
鉄
一
し

い
ら
れ
な
い
。
音
、
熱
種
防
ぐ
に
は

平浪長乏ノミ

シャリング加エ

成型力ロエ

９
Ⅱ
■
■
』

トタ

舟笠銅材

晃式。

有限二
会社。、武豊屋商店

一
一
一 瓦

_』

⑳
ロール成型機と板金機械工具

(丸はぜ瓦棒万博セール実施中）

蕊亦繍釜鵠道二燕
新住所大殿蛎醤区;史詮１１.目４稀７８号・

ＴＥＬ０６－－５７３．７０７１～４

大阪覇状線弁天町釈下llj北へ６分

仙台出張所仙台市長町宇新田北通５３－５

ＴＥＬＯ２２２－３４－２５７９

く書>豊雲駕爾…Ｆﾙ…‘金属タイル板

肺÷組立雨樋金隻縞雀
安田金属株式会社繊噸常'1Ｗ灘謙撫淵糊撫柵

:力脅ラ÷組立雨樋※
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昭和４４年度新設工事標準 価 格 表 ＝愛知県板金工業組合＝

７

■
■
９
９
４
．
１
０
１

品名｜品一・種｜品質１仕様寸法１単位Ｉ単価・Ｉ傭考
瓦棒葺｜亜鉛鉄板’ ０．４（＃28）｜，真木なし鉄骨達Ｉ１ｍ２１９５０円Ｉ．

0㎡２７.(＃31）Ｉ〃〃 '１カラー鉄板(片面）
11使用の場合は１，２当

８３０

８００

７００

〃〃〃

、．．〃．Ｉ.~0.27

塩 化 ピ 二 一

プレス･シーヤー

ロール折曲機

各種飯金機と

工具製作販売

特一号

0．４（＃28）Ｉ真木あり木造 〃･〃〃

１
１
０

副IIIlI11IlIH1I】IIllIIIll』』IIIIIIII川111川IlIIlIIllIIllIlII111lIIllllII11111】IIllllIIl』lIllllI18IIIll【llMIl』111皿1181川111郷I1IllIjll皿lIllIl1IllIIIlI1ItIIⅡl』ＩＩ１Ｉ而171市１１MtI1IIII111IIⅡI皿IIMIlⅡIII11IlIIlI1II111IllI1tI1111111111川1111111,

0.27（＃31）Ｉ〃〃 〃〃 〃

り100円増

発売元jii鉄商事稀式会議成型エ場合資会社栗田板金エ業所ｔ鵠霞珪‘蕎弓'居
ＴＥＬ‐（052）582-5251ＴＥＬ（052）721-0331（株)吉田商店

3Ｇコ

0.27（＃31）｜フツクポールト使用Ｉ〃

吾Ｈ鶴腿高謄建築
６２０ｉ，小面積の場合は別途
５１０１の単価のこと
３８０１

波 板葺 |－
下見（壁）波板張’

この外銀金用各種成型機たくさんあります

是非御来店をお待ちしております

0.27（＃31）ｉ釘 打’〃

亜鉛鉄板.;カラーそ鉄-板

ステンレス９アルミニューム；

取扱ﾉ吉
（株)浅野修一商店
（有)武豊屋商店

一一（株)名古屋下村商店

0.27（＃31）ｉフツクポールト･使用’〃

lC5〃

0,27（＃31）｜釘 打｜‐〃〃〃

早い施諦曇菱鎧篤費識(環）
盤一恵一一轍ぶ‐r欝守今弗

ｉ
’
●
１

10ｃｍ当りＩ

0.20（＃34） 〃 〃

ノノ

ユｍ

〃

： 〃

.〃

．〃

〃

ノノ

ーノノ

.〃

〃

〃 〃

"．皇’０．２７．(＃'31）；糸．尺水切棟押類

--〃

｜木造
｜半円径

下地函
獅
》
｜
》

，霧除・庇張！。．〃 ０．２７

0．２７

５７０

２
－
１

０
’
０

９
－
５

〃.(ラッパ型）ｌ亜鉛鉄板．｜・0.27（＃31）

90孫軒

棚｜軒樋,堅樋潟こ請い
２３０１て塩化ビニール使用

２_且_坐！の場合は附属部品（

霊：｜特殊用)は別途のど

樋 〃

〃 １

１０５〃

,１２０〃

〃‐１－０．２７ ″
一
″

〃

ロ

冒一．‘〃－．．．０，．２７

カラー鉄板．０．２７
．〃．‐二:0.27

〃

７

(錘l)ﾋーｉ
(＃31）’

９０〃････〃〃

〃

●
″
一
″

．１０５〃墨

－１２０〃

些
函

６０〃

〃

〃 ０
－
０

５
－
０

〃

－〃

と

６
－
７

じようごＩ．〃０．２７（＃31卯

〃カラー鉄板．、0.27（＃31）ｉ
集水 器 ｜ 塩 化ピニ三･一ル：

９０〃 ２４０！ー

２６０－｜樋受金物'堅樋金物
５－５－帝１つか承金物は二の単

〃〃

目〃 ０

． 〃〃〃りじ〃ｉ〃

堅樋曲り（エルポ）｜鉄板，塩化ピミール共平均Z１１個，
鞍錬｜亜鉛鉄板’０．２７（＃31），長さ60ｃｍ以上のもの１１０ｃｍ当りＩ

〃〃〃

画
且１個0.27（＃31）

１２０〃〃〃〃

半一．鞍錬

じようご

４
－
４

２３０；価に含まない直 径皿｜亜鉛鉄板’０．２７（＃31） ６０'ノ堅

野 口機械工 業有限会社

０
－
０

１
－
２

０６

0.27.(＃31）
0.27（＃31）

７５〃 ２７０

３２０

7５

仕様

機械

全長1000巾800．高620

概重量９０ｋｇ

モーター単相瀦ｆＰ

（400Ｗ100Ｖ）
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〃

カラー鉄板；０．２７（＃31） ２６０ノノ
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〃

〃ﾉレ

３１０

３４０

１０．２７（＃31）〃
ｉ０．２７（＃31）〃

〃 〃
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